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JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会1-1. 神戸宣言に対する伸銅業の取組み

日本伸銅協会 ２０２２年度事業方針（抜粋）

（１） 安全衛生関係（コロナ関連を含む）
各社無災害への取り組みを支援するため、安全委員会や地区安全
活動を継続推進するとともに、経産省等が主導する製造業安全対策
官民協議会に参画し情報収集に努める。

神戸宣言「４つの経営理念」
一、経 営 層 が リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し つ つ 、安 全 担 当 や 製 造 担 当 と 接 触 し 、

か つ 、常 に 現 場 の 声 を 反 映 で き る よ う な 体 制 の 強 化
二 、設 備 の 老 朽 化 等 の 厳 し い 現 状 が あ る 一 方 、技 術 革 新 を 生 か し た 新 た

な 取 組 も 進 ん で い る こ と を 踏 ま え た 、安 全 へ の 投 資 の促進
三 、ベ テ ラ ン 職 員 の 減 少 、業 務 ア ウ ト ソ ー シ ン グ の 増 加 な ど の 環 境 変 化 を

踏 ま え た 、階 層 別 、協 力 会 社 を 含 め た 安全人材 の 育成や 安 全 教 育 の 拡 充

四 、重 点 的 に 取 り 組 む べ き 課 題 を 抽 出 し 、そ の 原 因・対 策 な ど を 検 討 し 、
検 討 結 果 を 業 界 内 外 に 共 有

→ 年間安全衛生推進計画 に織り込み（各社展開）

→ 安全委員会にて課題として取組みを推進
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JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会1-2. 日本伸銅協会の概要

1948年4月 任意団体として発足（2010年5月一般社団法人化）
会員社数 40社 対象事業所（伸銅業関連のみ 47事業所） (2023年3月現在）
安全委員会は東西２地区で委員会を開催、年１回合同委員会で次年度計画を策定している

安 全 委 員 会

関東側安全委員会 関西側安全委員会

京都地区
伸銅業安全衛生研究会埼玉地区伸銅業

安全衛生研究会

北関東地区伸銅業
安全衛生研究会

東京・神奈川地区
伸銅業安全衛生研究会

東海地区
伸銅業安全衛生研究会

富山関門地区
伸銅業安全衛生研究会

大阪地区
伸銅業安全衛生研究会

尼崎地区
伸銅業安全衛生研究会



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会

安全委員会（事業所地域別に東西２地区で委員会を組織）
・年間安全推進計画の策定、実施
・伸銅業における安全に関する統計情報の収集、とりまとめ
・労働災害撲滅に向けた研修
・会員への情報提供
・災害事例の収集や情報
・異業種における安全に関する情報の共有他
・安全交流会の実施（地区ごとに開催）

理事会（年4回）
・安全成績報告
・安全に関する意見交換会や講演の実施
・その他関係情報の展開など

定時総会（年１回）
・安全事業所の表彰

その他

1-3. 安全への取組み活動



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会1-4.２０２２年の実施計画状況

（一社）日本伸銅協会

項  目 内  容 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 備  考 神戸宣言

製造業安全対策官民協議会 ２０２２年3月度臨時総会にて承認済 一、二、三

安全委員会 ・労働災害統計（毎月） ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 〇 〇 〇 三、四

 ・関東側安全委員会 ・災害事例報告 ●実施 ●実施 ●実施 〇

 ・関西側安全委員会 ・活動計画と実施 ●実施 ●実施

 ・東西合同安全委員会 ・各種情報の共有 ●実施
※関東・関西側委員⾧が交互に就任

災害事例集  １回/年更新 〇 会員限定ホームページへ掲示

地区研究大会
〇２月
延期

●実施 〇
KYT研修会→2023年４月開催
安全衛生研修会→2023年2月開催

工場見学会 安全取組の研修、見学の実施
〇ＷEB
開催

１０月:→ ＷＥＢ開催へ変更
（関東側委員会社の改善事例報告）

一、二、三

安全優良事業場表彰
・特別安全表彰
・年間無災害表彰
(年間完全無災害営業所）

〇 表彰式:定時総会にて実施

安全標語 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 ●実施 〇 〇 〇 9月:会員従業員からの公募

安全クイズ 〇

理事会 ・実績報告 ●実施 ●実施 〇 〇

・講演等 〇

※上記内容は、毎年暦年で策定している 年間安全衛生推進計画 を踏まえた内容を一部抜粋の上記載。

・神戸宣言の取組

2022年 実施計画 及び 実績

・協議会への参画



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会2-1. 安全成績の状況 （1989～2022年）

伸銅業の休業以上の災害件数は１９９０年代後半以降減少の傾向にあるが、
２桁台を推移



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会2-2. 安全成績の状況
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２０２０暦年をボトムとして、伸銅品の生産は持ち直しつつある中、依然として
挟まれ、巻き込まれが大きなウエイトを占めており、引き続き重点項目として継続中



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会3-1. 休業災害情報（横展開）

休業災害

災害報告速報

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・
（社内資料）

災害減少にむけ、適宜情報の横展開を実施、
休業４日以上の災害は情報を委員会ルートでメール共有
（会員事業所内での注意喚起や安全点検等にも展開）
安全委員会においても情報を基に意見交換、討議に活用中



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会3-2. 委員会活動（東西合同・交流会）

◆東西合同安全委員会 ２０２２年１０月１１日（WEB）
主な議題（２０２２年事例）・・コロナ禍によりWEB開催

２０２２年度安全標語優秀作品の最終選考
２０２３年上期（１～６月）安全成績報告
２０２３年度安全衛生推進計画の策定
①年間重点方針と最重点実施事項
②年間安全衛生推進計画（目標・その他）
③年間スローガン

製造業安全対策官民協議会について

◆安全交流会 ２０２２年１０月１１日（WEB）（同時開催）
（事業所での見学会にかえて開催）

各事業所における安全取組みについての発表／質疑応答
テーマ① リフトの安全
テーマ② フォークリフト運行における安全対策
テーマ③ 『まず、止める』S.O.S活動（Shut Off Switch)

年１回東西合同での会合（年１回秋）を開催し、次年度方針の決定、
安全交流会、意見交換会等を実施（会員事業所で開催。コロナ禍で
は足元WEBで開催）



年間スローガン・月間スローガンを募集し、ポスター化し会員事業所
へ配布 （１１月は会員全従業員応募の作品より最優秀賞作品を採用）

JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会3-3. 安全活動内容（事例） 安全標語

・年間スローガン

・月間スローガン
１-２月
３-４月
５-６月
７-８月
９-１０月（厚労省スローガン）
１１月（安全標語募集最優秀

賞を決定）
１２月



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会3-4. 安全活動内容（事例） 地区安全研究会

関東側・関西側の地区安全研究会の活動として実施
２０２３年より実開催による研修を再開

関西側地区合同安全衛生大会（安全体感研修） 大阪府
（２０２３年２月実施） （会員限定対応）

【研修プログラム（３時間）】

〇導入教育
〇体感研修
高所作業・墜落衝撃安全体感
サンドバッグ・土嚢落下衝撃体感
脚立・梯子安全体感
玉掛作業安全体感

（挟まれ、2ｔ荷振れ）
高所３点支持安全体感
回転体巻込み安全体感
Vベルト巻込み安全体感

〇相互意見交換

関東側地区合同安全衛生大会（ＫＹＴ研修） 東京都
（２０２３年４月開催予定） （中災防ゼロ災推進部より講師派遣）



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会3-5. 安全活動内容（事例）

全会員対象に安全クイズを実施（毎年2月に実施）
安全意識を髙めることを目的に継続して実施

２０２２年応募者数
4,063名

（正解率 90.4％）

解答しやすいクイズで参加しや
すく、より身近に安全意識を高
めることを目的に実施

正解者には抽選でクオカードを
贈呈



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会3-6. 安全活動内容（事例）

協会表彰 （安全優良事業所表彰） 年間（暦年）の成績に
もとづき、５月度定時総会にて表彰を実施

・年間完全無災害事業所：年間を通じて完全無災害（不休災害を含む）を継続した事業所。
・年間進歩事業所：前年度及びその年度に休業災害が発生せず、しかも不休災害が前年より
５０％以上減少した事業所。

・特別表彰：安全成績並びに安全面に関して特に貢献があったと認められる事業所で、下記条件に該当する事業所
①完全無災害を３年間継続した事業所。以後、３年毎に表彰する。
②同業種（非鉄金属同合金圧延業）の最長無災害記録達成事業所。
③労働大臣賞受賞事業所。
④その他、安全面に関する考案、改善等に特に貢献があったと認められる事業所（個人は除く）。



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会3-7. 安全活動内容（ご参考）

一般向けの日本伸銅協会ホームページに KYTシート集を掲載
会員問わず広く安全啓蒙に寄与できるよう情報提供

http://copper-brass.gr.jp/safety/kyt



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会4. 新型コロナウイルス感染症対策

1.会員事業所における対応（相互情報交流）

ソーシャルディスタンスの確保
マスク着用・咳エチケット
手洗い・手指消毒
換気
３蜜の回避
食堂での黙食
場内の含めたWeb会議の実施
作業服通勤（ロッカーでの感染予防）
テレワーク、時差通勤、ローテーション勤務
会議室等のパーテーション設置 等

2.協会行事における対応

各種会議体のハイブリッド対応
アクリルパーティションの設置、会議室定員数の減
各種感染対策の対応 他



JCBA 一般社団法人 日本伸銅協会5. 今後の安全対策の取り組み

・神戸宣言での４つの理念を礎に、委員会活動や理事会などを通じ
基本に基づいた安全活動を継続

（年間安全推進計画の策定・実施、安全交流会、表彰、安全研修、
啓蒙活動（安全スローガン、安全クイズ）等）

・官民協議会の活動で得られた成果物などの活用も踏まえ、業界の安全レベルの
底上げへの継続的取組み

・重点事項（はさまれ・まきこまれ災害低減） 対策の検討
（官民協議会の活動を通じ、伸銅業の特性を再認識）

・業界内での情報共有の強化
会員内災害事例のデータベース化（検討中）


